
ごみ対策課☎内線2533三鷹市のごみ量の現状をお知らせします平成
28年度
　28年度の市内のごみ量は、27年度と比較して、燃やせるごみ
は314t（1.1％）、燃やせないごみは116t（6.5％）減量し、合わせ
て430t（1.5％）の減となりました。また、資源物は416t（2.9％）
減量し、家庭から出された資源物を含むごみの総量（集団回収を
除く）は44,856tで、全体として860t（1.9％）の減となりました。
　これは、市民のみなさんのごみ減量と資源化へ
の継続した取り組みの成果です。今後も引き
続き、ごみ減量・資源化にご協力をお願い
します。
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民間の
リサイクル業者

ごみ発生抑制のための費用　約3億1,700万円●⑤

クリーンプラザふじみ
処理量　31,398t（1.3%減 ）

ふじみ衛生組合

容器包装
リサイクル協会

　プラスチック容器や
ペットボトルなどを製
造・販売している事業
者が負担した費用によ
り、同協会で再商品化
をしています。

民間の
リサイクル業者
　焼却灰を原料に
人工骨材を作って
います。

処理量　67t
（63.4%増 ）

民間の
リサイクル

業者
（金属類など）

可燃系処理残さ
3,323t

（3.3％減 ）

焼却灰

ごみ・資源物の収集・運搬業務委託費　約9億5,000万円●①

総ごみ量（※1）　47,694t（1.7％減 ）
ごみ処理経費　約20億7,300万円（※2）
（※1）集団回収を含む。
（※2）下記●①〜●⑤の合算金額です。

1人当たりのごみ量（※3）　258kg（2.6％減 ）
ごみ処理経費（※3）　約11,200円／人
（※3）29年1月1日現在の人口（185,101人）から算出した数字です。

可燃系
粗大ごみ
876t

（0.1％増 ）

燃やせるごみ
市が収集した量

21,719t（0.3%減 ）
直接、クリーンプラザ
ふじみに搬入された量
5,480t（4.2%減 ）
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7,027t
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紙パック
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古着
585t
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小型家電
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集団回収
により

収集された
資源物
2,838t
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燃やせないごみ 
　1,658t（6.5%減 ）
プラスチック
　3,833t（1.0%減 ）
有害ごみ
　56t（1.8%減 ）

ペットボトル
　660t（5.1%増 ）

空きびん・缶 
2,040t（0.5%減 ）

不燃系粗大ごみ
　915t（1.5%減 ）

鉄類 3t（25.0%減 ）

リサイクルセンター
処理量

9,162t（1.6%減 ）

負担金　約3億5,700万円②

東京たま広域
資源循環組合

　焼却灰を原料にセメント（エ
コセメント）を作っています。
処理量　3,451t（0.7%減 ）

負担金
約3億8,500万円③

ごみ収集処理手数料は
ごみ処理費用に使われて
います
　28年度に、市民のみなさんが
ごみ収集処理手数料として指定
収集袋を購入した金額は、約3億
3,500万円です。これは、燃やせ
るごみなどの収集・運搬などに掛
かる費用の財源となっています。
◆歳入
◇ごみ収集処理手数料
	 約3億3,500万円
◇古紙類売却代金	 約4,700万円
◇そのほか	 約1,800万円

三鷹市
環境センター
閉鎖管理費など
（土壌調査費用
などを含む）
約6,400万円④

　App Storeで「三鷹市ごみ分別アプリ」を検索
し、ダウンロード。

　Google Playで「三鷹市ごみ分別アプリ」を検
索し、ダウンロード。

「ごみ分別アプリ」をご利用ください
　市では、スマートフォンやタブレット端末で利用できる「ごみ分別ア

プリ」（無料）を提供しています。フリーワードで検索できる「ごみ分別事典」や収集日を
お知らせするアラート機能のほか、問い合わせの多い内容を
まとめた「よくある質問」などをご利用いただけます。

画面イメージ

※二次元コードを読み取るとダウンロード画面
に遷移します。

利用方法

iOS端末

Android端末

　有害ごみには、焼却すると危険なものや重金
属を含むものがあり、特に水銀を含む蛍光灯や
電池、体温計などを焼却すると水銀が気化して
排出される恐れがあります。クリーンプラザふ
じみ（可燃ごみ処理施設）では、排ガス中の水銀
濃度や有害物質に自主規制値を設けて常時監視
を続けており、規制値を超えた場合は稼働を停
止するため、業務が滞ります。
　また、カセットボンベやスプレー缶、使い捨

てライターなどがほかのごみに混入すると、ごみ処理施設や収集車両の
火災事故につながり大変危険です。これらの「有害ごみ」は必ず分別し、指
定された収集日に出すようお願いします。
※カセットボンベやスプレー缶は、中身を使い切って、穴を開けずに出し

てください。

「有害ごみ」は分別しないと危険です！手軽で
便利

ごみ分別の
徹底に

ご協力ください
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